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はじめに
　2018年 4月からオーストリアのザルツブルク
にあるUniversity of Salzburg, Department of 
Sports Science and Kinesiology （Paris Lodron 
Universität Salzburg, Interfakultärer Fachbereich 
Sport- und Bewegungswissenschaft） に留学し膝
関節，膝蓋腱の研究に携わっております。留学先
の紹介，生活の準備，家族の様子に関して報告さ
せていただきます。
Paris Lodron University of Salzburg
　ザルツブルクは中央ヨーロッパにあるオースト
リア中北部の都市でモーツァルト生誕の地，映画
「Sound of Music」の撮影地として世界的に有名
な歴史ある街であり街中は連日観光客で溢れにぎ
わっています。ザルツブルク音楽祭の開催される
夏のシーズンはホテルがどこも満員となります。
旧市街と歴史的建造物は1996年にユネスコ世界遺
産に登録されています。ザルツブルク大学はそん
な歴史地区である旧市街の中心にありますが私の
研究室となるスポーツサイエンス学科はそこから
10㎞ほど南にありますRifという街にある広大な
オーストリアオリンピックセンターに併設されて
おります。スポーツ科学，スポーツ外傷予防医学，
運動バイオメカニクス，健康増進の領域を主な研
究分野としておりバイオメカニクスラボ，施設を
使用し上記分野の様々な研究が行われています。
北米，EU圏内より訪れる留学生，マスター，ド
クターコース，PTを含め50名の研究員が所属し
ています。
研究について
　晩婚化，少子高齢化が深刻なオーストリアは
老年医学における健康増進にも力をいれており，
Salzburg市内の大学病院と提携し高齢患者をリク
ルートして関節，筋力などの評価も行っています。
私が所属するグループは 6名で下肢筋肉，腱の「適
応変化」が主な分野です。TKA患者の術後膝関節
機能の向上を目指して膝蓋腱の変性，膝蓋腱の適
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いことが入国後にたくさんありその都度ドイツ語
に苦労しました。住民票，オーストリアの銀行
口座の開設，オーストリアの健康保険への加入，
オーストリアの自動車免許証への書き換え，など
などすべての書類はドイツ語で，電話でやりとり
しないといけないこともありました。もちろん職
場を始め英語が話せる人が多いですが中古車屋，
長男の保育園を運営している会社のスタッフ，州
の移民課は全く英語が話せませんでした。ザルツ
ブルクにいるたいていの日本人は長期在住してお
り夫婦ともに日本人の家族は我々だけです。とて
も珍しい存在であり参考になる人がいませんでし
たが在留している日本人の方や同僚に助けられ在
留環境における問題を一つ一つクリアし，ハード
ル走のようでした。オーストリアは在留許可を申
請する上で本来はドイツ語能力の証明も求められ
ますが研究者は除外です。上記の内容を踏まえて
もオーストリアに適応，順応しようとする人にし
か在留許可を認めない雰囲気は以前からあるよう
です。しかしそんなドイツ語も最近では好きに
なってきました。
応変化に影響する因子を検討するプロジェクトに
参加しています。当グループが得意としている超
音波検査による膝蓋腱の形態評価と（厚み，長さ，
新生血管，低エコー領域など），ダイナモメーター
と超音波を利用した力学試験による膝蓋腱の機械
的質的評価（大腿四頭筋力，剛性，ヤング率，応力，
歪み）が臨床成績に与える影響，また臨床因子が
これらにどのように影響するかを術前から介入し
調査する前向き研究です。大学病院 IRBの承認が
必要な前向き臨床試験を始めるうえで臨床研究計
画書をひたすら内容を協議しながら書く作業は簡
単にGoサインを出してもらえずStudy designの重
要性に関してとても勉強になりました。どのよう
な結果が得られるかとても不安です。
ゼロからの準備
　知り合いもいない，縁もないドイツ語圏のオー
ストリア，ザルツブルクにカバン二つと計り知れ
ない不安，一方でなんとかなるだろうという気持
ちをもって 4月 4日に到着しました。オーストリ
アは在留許可を申請する上でやらなければいけな
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山など家族で遊ぶ場所には事欠きません。週末は
家族でハイキングやピクニックに出かけていま
す。またドイツとの国境まで 7㎞しかないのでド
イツに買い物や遊びに行くことも多いです。ザル
ツブルクは10月で朝晩の冷え込みが強くなり既に
ダウンを着て外出しています。ウィンタースポー
ツが盛んなザルツブルク州では我が家から40分ほ
どでスキー場に行くことができます。
終わりに
　出国前は不安しかなく家族でのザルツブルク生
活は全く想像ができませんでしたが半年経過しだ
いぶ落ち着きザルツブルクに腰を据え生活してお
ります。家族 4人でこの与えて頂いた期間を精一
杯過ごして，家族皆で成長していきたいと思いま
す。このようなチャンスを与えて頂きました大鳥
精司教授，佐粧孝久教授，また千葉大学整形外科
学同門の先生方に心から感謝します。
家族の生活
　生活の基盤ができてから家族は到着しました。
子供の学習環境に関して現地校のドイツ語は厳し
いと思っていたので留学を決める際に長女が英語
で学べる環境が自分の中で条件でした。インター
ナショナル幼稚園の入園は決まってましたが，卒
園後の現地の教育大学付属小学校インターナショ
ナルクラスへの入学が決まったのは挨拶，面接
後にやっと確約されました。EU圏を超えた多国
籍の子ども達と日々英語がメインですがドイツ
語，フランス語も学んでいるようです。英語の環
境は 3歳からしかないので長男は現地の保育園に
入れました。もちろんドイツ語です。そんなタフ
な日々を頑張っている子供達にとってかけがえの
ない時間になって欲しいと思うばかりです。ヨー
ロッパアルプスに囲まれたザルツブルクは景勝地
として有名な観光地が近郊にも多くどこもとても
きれいな町で，自然が豊かで少し車で走れば湖や
